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〔喪曇鵬疇霊〕

頸B亭大襲羹謄包遷けて鳳汎曇嬬覇等そして謳警鑢編等

1 東日本大震災がもたらしたこと

地球の一部がほんの少し揺れるだけで，その地

域で多くの尊い命が蒋われ，地域の社会・経済の

諸関係を一瞬にして破壊し，結果的に多くの人々

の運命を変えていった東日本大雛災はそんな大

きな災害だった地球の一部の揺れとはいっても，

これを日本の地域に置き換えれば，それは広域か

つ深刻な経済被害をもたらす 更に，福島県の第

ー原子力発電事故がこれに追い打ちをかけたそ

れらの影響は，被災地域の復輿だけでなく． 日本

の財政問題エネルギー政策未来の産業政策の

在り方まで大きな影響を与え続けている

2 日本の地理学の「学際性」とタコ壺化

「学際性」に特徴を持つ地理学は，大霰災から

の復興ではまさに「役に立つ」領域を占めてい

るといえた しかし「学際l生」という 言葉は 曲

者で「他の領域に跨って学問を修めるというよ

りはただ関心を持っている場合に過ぎない」

という事が多い学問の「学際性」の範囲と深

さはそれを担う地理学者の資質や関心で大きく

左右さ れる．「気まぐれさ」を秘めているのであ

るまた，「学際性」という言葉は何も地理学だ

けの専売特許ではない例えば，都市工学等の世

界でもこの用語は使われている もっというなら

写真 1 石巻市内 （節者撮彩 2011.324) 

ば専門性の高い学問分野でも「学際性」が必要

になっている分野は多々ある大擬災は．まさに

地理学としての個性と責任が問合われる場面でも

あった

これま での 日本の地理学はよく 言えば関心

のある領域である「結果」を学問的「緻密さ」

で分析する事を競ってきたといえる．悪く言えば

「結果だけに関心をもつ」後ろ向きの分析に終始

していたともいえる 伊藤達也先生のように長良

川河口堰問題に対する力のある発言を行う事は稀

有のことだった（『水資源政策の失敗ー長良川河口

堰』成文堂． 2003)．そ こには．学問成果の社会

的還元に弱い． 日本の地理学の学問的傾向と特徴

が透けてみえている

また地理学は「学際性」と「緻密さ」の結果

として，限りない「細胞分裂」を遂げ．同じ領域

でも本当に学問が分かりあえる人が数名から十

数人に限られてきている 「隣は何する人ぞ」と

いう「タコ壺化」が進んでいる その結果．学会

にいくと「最近は．私は地理学を離れ， Ox分

野の人達との交流が多いんですよ」という話もよ

く聞かれる大学から地理学コースが消えつつあ

り複合領域（私の所属する地域構想も然り）に

束ね（地理学市場の縮小）られつつあることも

これに拍車をかけている

地理学はもういらないのだろうか？

写真 2 石巻市内（写真 1に同じ）
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3 「NHKスペシャル」のビッグデータ特集

2013年 9月放送の NHKスペシャルの取材を

受けた取材班は岩手県の県境を挟む大船渡市と

気仙沼市では，震災前後の企業の再開場所に大き

な違いがあるという．大船渡市は多くの企業が

現地で再生を目指しているのに対して 気仙沼市

では元の場所から大きく離れて再生を目指してい

る．どうしてこのような違いが起こっているの

かわからないと言ってきた 地域経済学の専門家

に聞いてもそれぞれの県内の事しかわからない

し現地できいても「さぁ？ 」 という答えしか

返ってこない都市工学の先生も都市や地域再生

イメージに興味の力点があり，取材をしても要領

を得なかったらしい

私は，岩手県と宮城県の建築基準法の適用の違

いが「規制と誘導」を生み，両県でこのような

地域再生のパターンに変化をもたらしたと答え

た宮城県は 84条適用によってあらたな再生

計画ができるまで土地に手を付けられない 岩手

県は 39条適用によって「災害危険区域」を設け

たがその迎用は自治体に任せられたため，その

ような制限を受けずに，自己責任で再建が始まっ

たのである確かに法律家や建築関係者はその

適用や運用はわかっていた しかしその諸結果

（再生パターンの相違）は専門外か， または関心

が薄かった穿った言い方が許されるなら，経済

地理学でなくてもたまたま両地域を観察し，法

律を知っていれば分かっていたことかもしれな

い実は，そうなのだ経済地理学者でなくても，

確かにこういう人はいる だから，このレベルで

満足してはいけないのではないだろうか？

経済地理学は違い（地理的差異）を指摘し，時々

役に立つ学問でいいのだろうか？

4 震災復興と地理学者

実は，被災地域では経済地理学者だけでなく，

自然地理学者も含む多くの地理学者が研究活動を

行っている 問題は，その成果の社会迎元の仕方

である個人の研究成果だけを求めるだけの人が

いるかもしれないしデータ収集も分析レベルも

まちまちである そして当面は役に立たない成

果ですらも，将来，別の研究者の手によって役に

立つ情報に「変身」するかもしれない その判定

は「カオス」の中にある

経済地理学に限っていうならばなにか地域の

ゴール （理想製）を イメージ してそれを試金石

に現状を分析，地域政策化していくことが求めら

れているのではないだろうか？単なる「興味深い」

「役に立つ」 レベルを超克する必要があるのでは

ないだろうか？

川島哲郎氏が経済地理学の目指す姿として，

教育機会と就業の自 由な選択が地域内で重層的

（様々な領域が重なり合う）に完結していること

が究極の地域の在り方であると指摘していた簡

単に言えば人は最小距離の移動でこれらの機会

が得られるように地域を構成していくのである

「地域平準化」，「地域間の平等」という言葉が端

的にそれを表している

例えば，音楽学校の ように超地方的 （例えば東

西日本）に配置したほうが学生の市場規模に叶っ

ている．オフィスや工場もその競争環境や立地特

性に応じて利益が生み出せる空間に配置してい

＜．それらを検討していくと階層性を持った重層

的な地域構造をとることになるそのような考え

方に立つと現実はそうなっていないので．その

修正を行うことが地域政策の主要な課題になる

し，地域の失業問題も含め，様々な軋礫は問題地

域として検討対象となっていく． また，「理想と

現実」の間を行ったり 来たりする中で，新たな発

想やアイデアも閃くことがあるかもしれない

これを被災地域に当てはめれば．あまりにも社

会経済動向を無視した先端技術工場の誘致案や，

雇用を生まず土地だけが必要とされるような計

画先験的なアイデアであっても理解の得られな

い計画悲劇的な高台移転等現地の事情を無視

した提案に対して批判が可能になる（これも主観

かもしれないが客観は主観を媒介に貰かれる）．

実は，法政大学の地理学教室の追伝子の一つに

その鋭い眼で地域を解剖し「批判的に観て考え発

言していく」，そんな力がもともと埋め込まれて
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いたのではないかと考えている「後ろ向きの結

果だけの分析」でない地理学があれば．都市工学

とは異なる提案ができるのではないだろうか？建

築学とは異なる視角から地域やまちの再生が提

案できないだろうか？そこではアートの力も必

要になるかもしれない君たちの「地理学そして

経済地理学の試金石」をどこに置くのか？そんな

問いが，今回の震災から透けて見えてきているの

ではないだろうか？

君たちとは異なる視点に立つかもしれないが，

少なくとも私は．被災地域からの復興を「地域平

準化」「地域間の平等」の視点から， 6次産業 (1

次 X 2次 X 3次産業）を基盤としたコミュニ

ティ・ピジネスで．雇用とコミュニティを「同時」

再生しさらに立地可能性のある外部資本を取り

込んだ地域的構成の中でその再生策を提案しよ

うと考えている

5 おわりに

コミュニティ・ビジネスの事例を一つ紹介 そ

の先は君たちの地理的センスで復典構想を様々な

切り口で考えていただきたい私も思案を続ける

東日本大震災を契機に「次の災害に対抗し，や

がて来る他地域の災害にも貢献したい」という農

業経営者が現れてきた（梱ファミリア （宮城県多

賀城市）であるファミリアは， 2010年に島田

昌幸社長 （当時28歳）が 3人で設立した会社で

あるこの傘下に農業部門の多賀城フ ァー ム，加

工部門の多賀城ファクトリー，パン屋のル・タン・

リッシュがある さらに，後述する ROKUプロ

ジェクトを入れれば， 2012年 12月現在， グルー

プ全体で福祉雇用 46人， 一般就労 23人の計 69

人となっている．

多賀城ファームでは約 2万面の菜園で，付加

価値の高いハーブ等を育て，多賀城フ ァク トリー

に納めているここは島用氏が多賀城市から 500

万円の雑草草刈予算を得て，事業開始前に法政大

学のボランティア学生に雑草を抜いてもらい，そ

のあとにハーブを植え，その管理を障がい者が

行っているところである 花が咲けばチョウも舞

い観光地にもなる ．「合わせ技」を駆使した農業

とな っている

多賀城フ ァクトリーでは，野菜パウダー，パン

（カンパーニュ）等を生産している．島田氏は商

品設計段階で様々な工夫を行っている 例えば，

廃棄ロスを少なくする為，カンパーニュで規格外

にな ったものはラスクの原料に， さらに時間がた

てばグラノーラの原料にして商品寿命を延ばすこ

と等である

昧ファミリアは震災直後から 1日1000食の炊

き出しを 3か月間行ってきた避難所では， しば

らくすると，歯が欠ける人．便秘，内臓の調子が

悪くなる人が出てきた「次に被災した時はこ

んな光景は見たくない」と強く思ったそうであ

る．そこで彼は多賀城ファクト リーで低温乾

燥法による栄養価の高い野菜パウダーを作り，こ

れを羊羮に練り込んで備蓄商品として売り出し

た．パウダーにすれば食品の廃棄ロスの削減に も

つながるし．業務用への展開も見込める

2013年 9月末には，農業公園 （宮城県名取市）

をオープンした彼は 5社の協力を得て ROKU

プロジェク トを起こし．各社の経営ノウハウ．従

業員．仕入を共通化する ことでコスト削減とリ ス

ク分散を図っている．互いが補いながら全体の魅

力を引き出していく組織であるこうして畑，

野菜加工工場，地元野菜の販売場，蕎麦屋．パン屋，

オー プンキ ッチンができた災害時には避難拠点

になることも想定している

このように「島田モデル」は次の災害を想定

して動いているそういう 地域的イノベー ション

を「島田モデル」は起こしているそして 2014

年 3月までには約 200人の雇用規模となる．

＊事例は拙稿「東日本大捉災で芽吹く 6次産業」「牒業

政策研究レビュー』No55. 2013 

http://www.Illaff.go.jp/primaff/koho/seika/ review/ 

review55.htmlより抜粋 （一部改変）．

ご慈見があれば yanai@izcc.tohoku-gakuin.ac.jpまで
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